
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

記念すべき「２０１２年」を迎えました 
 

会長 中村禮子 
 

皆さま、新しい年２０１２年を元気に迎え、笑顔で新年会を集うことができましたこと、昨年東北で

いろいろなご不幸に遭われました方々のことを思うと、大変幸せなことだなあと思っています。 

多摩ハッピーハート３０周年のアニバーサリーも近づいて参りました。 

昨年は日本にとっては、大変厳しい苦難の年でした。準備していた２９周年アニバーサリーも見送

らざるを得なく、その残念さを超えて、今年の３０周年を盛り上げたいと思っています。 

 昨年の例会は、不定期で出席しにくい方々も沢山いらっしゃったと思いますが、秋から通常に戻

ることができ、ビギナー講習もスタートできるようになりました。そして３人のビギナーが育ち、私たち

のクラブに入会していただきました。とてもはつらつとした前向きな松坂さん、そして私たちのクラブ

では何十年ぶりかの小学生の琴葉ちゃん、そしてイギリス生まれのスーザンさん、三人それぞれ個

性があり、私たちもビギナー講習には熱が入り、特に琴葉ちゃんのお相手はみな目を細めて楽し

んでいました。 

 物覚えが良く、スーッと何でも吸収していく子どもの存在は、私たちにこれからの未来への希望を

持たせてもらう事ができ、クラブ全体に活気を与えてもらったと思います。これからも私たちのアイド

ルとして活動してほしいなあと思っています。 

そして暮れには、第２回の多摩ハッピーハートグループの合同パーティーを開催することができま

した。今年は私たちの姉妹クラブに、春日部ハッピーハートが加わり、多摩、越谷、川崎、静岡、ラ

ディッシュ、春日部の６クラブ、２００人が集う事ができました。一緒にスクエアダンスを楽しむ個性豊

かな、心強いお仲間がいることを再認識し、大変頼もしく思われたと思います。 

 そしていよいよ３０周年のアニバーサリーです。計画も練られてきて、自分の担当の準備に忙しく

なると思います。クラブ訪問も始まりました。コスチューム作りも頑張らなくてはと、これから忙しい

日々が始まります。健康には留意しながら、そして私たちがライフワークとして選んでいるスクエアダ

ンスクラブの真髄を楽しみながら、この３０周年記念祭を皆で盛り上げていきましょう。 
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わたなべ　ことは

 とてもたのしかったです。とくにいろんな人とおどるのがたのしいです。

ふりつけもなんとかおぼえておどることができました。

いろいろな曲がかかるけど、一ばんすきな曲は「ポニョ」です。

ポニョのおんがくにあわせておどるのがたのしいです。

たいへんだったのは、えいごでいわれるので、それをりかいするのがむつかしかったです。

また、かわいい、いしょうをきておどったのがうれしかったです。これからもよろしくおね

がいします。 （渡辺琴葉）

　

   松坂　幸子

 スクエアダンスを習うきっかけとなったのは、久しぶりに子供の幼稚園時代ご一緒した

長野さんにお会いしたのがきっかけです。スクエアダンスのお誘いを以前にも声をかけて

くださっていたのですが、今回は震災後の私自身辛い現状を見て落ち込んでいた時でした

ので、声を掛けてくださったことが嬉しく、見た事もないスクエアダンスを体験してから

お返事してもよいのではないかと思い参加しました。

 体験初日はコーラーさんのコールの意味がよく理解できず、見た目よりも動きが大変で

すし、スカートを普段はかない私は少し恥ずかしさもあり、ついていけるのかどうかとて

も不安でした。しかし、皆様方の「ダンスは徐々に覚えていけば良いのでぜひ続けてくだ

さいね」というとても温かい言葉に励まされ次回のレッスンに参加する事ができました。

途中なかなか覚えられず、皆様方にご迷惑をおかけする事も多くあり、何度も挫折しそ

うになりましたが、そのたびに「スクエアダンスは、とても楽しく、奥が深くて難しいの

」というお話に、もう少しレッスンを続けてスクエアダンスを理解していきたいと思いビ

ギナーの講習会を終える事ができました。

　卒業式には娘もダンスを見てみたいということで一緒に参加させていただき、思い出に

残る楽しい卒業式をしていただき感謝しております。

 今ではコーラーさんのコールを聞く事が大好きで、自分も少しだけコールで動けるよう

になり、とても楽しくなりました。毎週火曜日になるのがとても楽しみです。もちろんド

レスにも慣れて、着るのも楽しく、今から次回のドレス製作も楽しみに考えてます。

　これからも、ご迷惑をおかけする事もあるかとは思いますが、どうぞよろしくお願いい

たします。

               スーザン　塩原

　I　have　always　enjoyed　dancing　of any　kind．A　few　years　ago，

Mrs．Yanagita　invited　me　to　join　Happy Heart　square　dance　club．

Unfortunately，I　was　too　busy，and my　husband　wasn’t　interested　in　

dancing，so　I　didn’t．

Last　June　when　I　heard　about　the biginner’s　class，I　decided　to

go　and see　the　class　and　give　it　a　try，without　my　husband！

　I　really　enjoyed　the　dancing，and all　members　of　the　club　were　so

　 friendly　and　helpful　that　I　decided to　join．Through　everyone’s 　

patient guidance

　I　was　able　to　finish　the course　and　graduate，I　was　very　happy　(^o^)．

 While　dancing　I　can　relax　and forget　all　my　worries，so　I　hope　

to　continue　square　dancing　with Happy　Heart　or　another　group，

now　that　I　have　moved．

Thank　you　everyone　for　a　great experience！　

第34期ビギナー卒業生（2011年 9月27日卒業式）
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第 2 回ハッピーハートグループ合同パーティー （2011 年 12 月 23 日 草加アコスホール） 

近藤眞愉美 
 

今年は「越谷ハッピーハート」を中心に草加「アコ

スホール」での開催でした。 
6 グループ、200 名以上と参加人数も多く、各クラブ

のコーラーさん達は趣向を凝らした、素晴らしい内容

のコールで、ダンサーはいつもより楽しんで踊ること

が出来たと思います。 
会場は広くて、ゆったりと、思う存分に踊り込むこ

とが出来ました、生バンドの演奏で踊ること等、なか

なか経験出来ない内容でした。グループの皆様の高度

な技術にふれる事が出来、とても充実したひとときが

すごせました。私ごとですが、多摩ハッピーハートと

出会って歳月だけは沢山ながれたのですが、踊る時間

が少なかった私はなかなか思うようには踊れませんで

した。最近やっとダンスを楽しく踊れるようになり、

自分の不得意な所が分かってきて、復習の大切さにも

気がつき、さらに定義がとても大事で、定義をすらす

ら言えると、もっと安心してより楽しく踊れるのだ！

と今更理解した次第です。 
私は男性役なので、女性をエスコート、リードしな

くてはならなく、それなりの努力も必要でした。以前

から姉妹クラブでしたが、この「グループの踊り込み」

に参加したことで、もう少し身近に感じられるように

なりました。「パーティー」などでご一緒になった時は、

「ネームバッジ」の確認やお顔を覚えたのとで、安心

してお誘い出来るようになりました。今年はもっと楽

しく踊れる様にＭＳの定義を復習し、自分なりの努力

をしたいと思います。 
 

居田 容子 
 

第 2 回合同パーティーおめでとうございます。 
1 回目より 2 グループ増え、6 グループでの開催、 
グループが盛大になる事は喜ばしい事です。1 回目よ

り参加出来嬉しく思っています。月日の経つのは早 
 

 
く、技術が身につくのは何と遅い事かと、しみじ

み感じました。 
1 年目で東京ジャンボリー、2 年目で札幌大会と

立て続けに恐いもの知らず参加した頃、諸先輩方

に支えられ、優しく育まれご指導された賜物と深

く感謝し改めて身にしみました。 
今回参加して 3 つの初体験を申し上げます。 
 第 1 は何と言っても楽しいコーラーさんの事、

静岡グループのコーラーさんパンチのきいた声

で、ダンサーをのりのりにさせました。スローテ

ンポ、アップテンポと変化に富んだリズムの曲で

皆声をあげて笑ったり、間違えても笑いながらソ

レ、ソレ、とカバーし、一体となって踊っていま

した。これぞまさしくスクエアダンスの「まちが

えても笑顔で…」の基本のようでした。 
第 2 は悲しい初体験です。パーティーもいよいよ

1 チップで終了というシーンです。私が組んだスク

エアは Dosado マークの方が 3 人おりました。何

度も止まったりくずれたりしながらやっと踊りま

した。皆さんの顔は笑顔なんてとんでもない！！

とうとうシンギングに入った時、どなたか「もう、

やめましょう」とおっしゃいました。そしてバラ

バラに……その時私は声が出ない、本当に情けな

いやら悲しいやらで、自分に怒りさえおぼえまし

た。6 年も先輩なのに何と未熟者だろう、私が受け

た先輩方の様に「大丈夫、がんばりましょう」と、

言えないーーー 
 第3の初体験はパーティーとは直接関係ありま

せんが、懇親会終了後ハッピーハートのお仲間 (4
人)と初めて二次会カラオケ屋さんに行きました。

皆お上手です。私は生まれて初めてで、マイクを

持ってタドタドしく歌うのを、優しく手拍子を取

り拍手して下さいました。心地よく素敵な気分！

ありがとうハッピーハート!! 
［終わり良ければすべて良し］ですね。 
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３４期ビギナー講習は東日本大震災

のため、会場確保が困難になり、大

幅に遅れて、6 月 21 日の無料体験か

ら始まり 3 名のビギナーの方々が無

事卒業され、引き続き MSの講習も終

了しました。今回はビギナーのご家

族も卒業式に参加され、和気あいあ

いの記念撮影になりました 

（松坂さん家族、琴葉ちゃん家族 
  そしてスーザンさん） 

１） HHグループ合同パーティー参加者数 ３）

　越谷 102 　練馬 32 会場係 会場整備( 2会場) 織田、桜井、杉山、佐藤、佐久間

　川崎 11 　春日部 12 （チーフ　斉藤　和子) 装飾(垂れ幕) 近藤、八束、井村、松井(芳)

　　静岡　 12 　多摩 31 セレモニー会場整備 渡辺(る), 又木、斉藤(美），澤田

合計 ２００名 鼓遊演奏準備

記録 13名

２） 案内係 会場案内、立て看板 中山、平原、小山、渡辺(あ)

　　　　　(2012年1月～3月) ：都連含 (チーフ　長野恭子) 更衣室警備 谷合 5名

1月17日(火)  MS踊り込み例会を3～4回　 スナック係 スナック 畝、籾山、水島、居田、篠崎、

  ～2月28日(火) (チーフ　福島　君子) １階、２階(昼食) 圓谷、松井(由)、中川、松坂

2月 5日(日) Dosado-パーティー　対象者3名 9名

3月10日(土) 第2文化センター祭り 接待係

3月11日(日)　 東京ティーカップパーティー (チーフ　桜井　伸子) 弁当手配(含む会員分) 羽鳥、三枝、柳田

3月20日(祝) 多摩ハッピーハートアニバーサリー 弁当券（前、後半に分ける） 3名

3月下旬　 30周年記念誌発行 受付係 参加者名記入カード 加藤、棟方、小林

(チーフ　柳田　和子) バッジ 集計 3名

コーラーチーム プログラム 市村、金子、尾崎

MC器具手配、設置 3名

　　平成23年度ハッピーハート後期 予定  

第30周年アニバーサリー担当表

アニバは全員参加です。(やむを得ない場合を除いて)

会員全員がいずれかの係に所属するのが原則です。

人数に限りありますので、余裕が出来たら、手薄な係にお手伝いに行って下さい。

編集後記

12月の合同パーティーも無事終わり、年が明けて、い

よいよ30周年アニバと記念誌発行に向けて、クラブ員

一丸となって準備に取り掛かりましょう。12月のイベント

の関係で発行が遅れました。悪しからずご了承下さいま

せ。「特別企画多摩ハッピーハートの歩み」は記念誌

の発行に伴い、前号の５回で打ち切りといたします。快

く原稿執筆を引き受けて下さった方々、又、いつもレイ

アウト、編集をお願いしている桜井氏に心より感謝申し

上げます。（ＭＴ）


